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行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
23円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@town.kumano.hiroshima.jp
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’17
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号
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｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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今
月
の
題
字

熊
野
第
一
小
学
校　

５
年

 

坂
本　

廉
さ
ん

◀　

熊
野
第
一
小
学
校　

５
年　

新
田　

夏　

さ
ん

【
評
】
画
の
接
し
方
を
意
識
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
筆
順
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
の
び
の
び

と
書
け
ま
し
た
。

◀　

熊
野
第
一
小
学
校　

５
年　

福
垣
内　

七
海　

さ
ん

「
窓
辺
の
花
」

【
評
】教
室
に
置
か
れ
て
い
る
窓

辺
の
花
を
描
い
て
い
ま
す
。花
と

風
景
の
様
子
や
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

つ
け
て
、丁
寧
に
下
書
き
を
し
て

い
ま
し
た
。水
彩
画
を
塗
る
際
に

は
、遠
く
の
山
と
近
く
の
山
の
色

の
違
い
を
色
の
濃
度
や
筆
の
タ
ッ

チ
で
表
現
し
て
い
ま
す
。風
に
吹

か
れ
る
花
の
優
し
い
雰
囲
気
が
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。

町の人口と世帯数
平成29年８月31日
（前年同月比較）

　人口：24,376人 （－131）
　　男：11,811人 （－  74）
　　女：12,565人 （－  57）
世帯数：10,599世帯 （＋  23）

 （住民基本台帳）

【
天
領
上
下
白
壁
ま
つ
り
】

　
「
白
壁
の
に
あ
う
ロ
マ
ン
の

ま
ち
」府
中
市
上
下
町
で「
天

領
上
下
白
壁
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。古
い
町
並
み
を
会

場
に
、江
戸
時
代
の
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
た
時
代
行
列
や
、神

楽
や
歌
、踊
り
、小
学
生
に
よ
る

太
鼓
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、地

元
劇
団
の
舞
台
な
ど
も
行
わ

れ
、大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

普
段
内
部
を
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
建
物
が
開
放
さ

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

■時
10
月
15
日
㈰ 

午
前
９
時
半
〜

■所
上
下
町
商
店
街

■駐
白
壁
観
光
駐
車
場
お
よ
び
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
町
商
工
会

☎
０
８
４
７
‐
62
‐
３
５
０
４（地域振興課）

　

日
本
で
最
も
小
さ
な
ネ
ズ
ミ

で
す
。
頭
か
ら
胴
体
ま
で
の
長

さ
は
大
人
の
親
指
ほ
ど
。
体
重

は
10
ｇ
前
後
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

背
面
は
黄
褐
色
、
腹
面
は
白
色
。

　

日
本
で
は
福
島
県
以
南
に
分

布
。
ス
ス
キ
、
ヨ
シ
な
ど
丈
の

高
い
イ
ネ
科
の
草
が
茂
る
草
原

や
河
川
敷
な
ど
に
生
息
し
ま
す
。

　

体
よ
り
長
い
し
っ
ぽ
を
茎
な

ど
に
巻
き
つ
け
て
体
を
安
定
さ

せ
、
巧
み
に
上
り
下
り
し
ま
す
。

　

一
番
の
特
徴
は
、
生
育
地
の

イ
ネ
科
の
草
の
葉
を
細
く
裂
い

て
編
ん
だ
球
形
の
巣
で
す
。
直

径
は
約
10
㎝
。
多
く
の
野
ネ
ズ

ミ
は
地
下
の
ト
ン
ネ
ル
で
子
育

て
を
し
ま
す
。
草
の
中
に
小
鳥

の
よ
う
な
巣
を
作
る
の
は
、
と

て
も
珍
し
い
の
で
す
。

　

出
産
は
一
年
に
２

回
。
県
内
で
は
３
〜

７
月
と
９
〜
11
月
頃
。

１
回
で
２
〜
８
匹
出

産
し
ま
す
。
写
真
は

呉
地
の
水
田
で
98
年

９
月
９
日
に
撮
っ
た

も
の
で
３
匹
で
し
た
。

　

生
ま
れ
た
時
は
１

ｇ
余
り
。
無
毛
で
目
も
耳
も
開

い
て
い
ま
せ
ん
。
10
〜
15
日
ほ

ど
で
離
乳
し
、
寿
命
は
約
１
年
。

　

以
前
は
イ
ネ
を
食
害
す
る
と

誤
解
さ
れ
駆
除
さ
れ
た
り
し
ま

し
た
が
、
イ
ネ
は
ほ
と
ん
ど
食

べ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ネ
科
の
イ
ヌ
ビ
エ
な

ど
の
種
子
、
バ
ッ
タ
や
イ
ナ
ゴ

な
ど
の
昆
虫
を
食
べ
て
い
ま
す
。

　

生
息
地
が
開
発
で
な
く
な
っ

た
り
、カ
ヤ
場
や
放
牧
地
が
利

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
雑
木
林
に

変
わ
っ
た
り
し
て
数
が
激
減
し
、

広
島
県
で
準
絶
滅
危
惧
種
に

な
っ
て
い
ま
す
。ど
う
か
、そ
っ

と
見
守
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

　【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

熊野の自然（337）
カヤネズミ

 （ネズミ科）


